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はじめに 

 

白百合女子大学図書館で契約しているデータベースは、図書館のデータベース一覧(図書

館の HP の左側メニューから「データベース」をクリック)で確認することができます。 

図書館では、「EZproxy」のシステムを用いることによって、学外から、自宅にいても

図書館で契約しているデータベースにアクセスが可能です。 

 

※学外から契約しているデータベース利用できる方は、以下の身分の方のみとなっていま

す。利用条件を守ってください。 

 

 ●サービス対象(大学で身分証が発行可能な方)： 

本学の教職員、学生、院生、科目等履修生、委託特別聴講生、研究生、聴講生、 

大学院科目等履修生 

 

※不明な点がありましたら、図書館までご連絡ください。 

 メール：lib_info@shirayuri.ac.jp 

  ・本人確認のため、必ずご自分の shirayuri メールのアドレスから送ってください。 

  ・必ず件名を入れてください。 

空欄だと迷惑メールとして処理される場合があります。 

・学籍番号(教職員番号)、氏名、所属を明記してください。 

   

 

 

 

 

 

 

※学外からアクセスする場合、不特定多数の人が利用する端末では、

MyOPAC にログインするためのユーザー名やパスワード、また認証コードな

どが盗まれる可能性があります。十分に気を付けてください。 



自宅(学外)から利用可能な主なデータベース(2020 年 4 月現在)※随時追加されます 

Biography in Context(GALE) 

海外の人物情報を検索 

Scribner Writer Series(GALE) 

海外の主要な作家に関する電子ブック集 

Book Review Index Plus(GALE) 

外国文学の書評を検索 

Something About the Author Online(GALE) 

英語圏の作家情報データベース 

CiNii Articles/CiNii Books 

国内の論文や図書を検索 

Teacher Reference Center(EBSCO) 

海外の教育関係雑誌の記事索引 

DLB Complete Online(GALE) 

海外の作家を検索 

Twayne's Authors Series(GALE) 

海外の主要な作家に関する電子ブック集 

ERIC(EBSCO) 

海外の教育関連のデータベース 

大宅壮一文庫(Web OYA-bunko)国内の大衆誌に特化
した雑誌記事索引 

FRANTEXT 

フランス語文献の解析 

オンライン三田文学 

雑誌「三田文学」の創刊から中断までの電子版 

GALE Literary Sources 

海外文学研究のデータベース 

聞蔵 II ビジュアル 

朝日新聞記事データベース 

GreenFILE(EBSCO) 

海外の環境についてのデータベース 

群書類従(正・続・続々) 

江⼾期編纂の国文学・国史の叢書データベース 

JSTOR 

おもに外国文学関係の電子ジャーナル 

ジャパンナレッジ Lib 

約 50 種類の事典のデータベース 

LitFinder(GALE) 

海外のおもに詩歌などのデータベース 

新カトリック大事典 

「新カトリック大事典」のオンライン版 

Literary Reference Center(EBSCO) 

海外の文学研究のデータベース 

日経テレコン 21 

日経新聞記事データベース 

Literature Criticism Online(GALE) 

海外の文学論評データベース 

日本近代文学館(太陽、文芸倶楽部、校友会雑誌) 

日本近代文学研究に必須の雑誌データベース 

Literature Resource Center(GALE) 

海外の作家情報データベース 

日本文学 Web 図書館 

日本の古典文学研究データベース 

MLA International Bibliography(EBSCO) 

海外の言語学のデータベース 

美術新報 

雑誌「美術新報」電子版 

MLA Directory of Periodicals(EBSCO) 

海外の言語学に関する記事索引 

風俗画報 

雑誌「風俗画報」電子版 
MAGAZINEPLUS 

国内一般紙、専門誌の雑誌記事索引 

ブリタニカオンラインジャパン 

百科事典のオンライン版 

Oxford Dictionary of National Biography 

オックスフォード英国人名辞典 

ヨミダス歴史館 

読売新聞記事データベース 

PsycINFO/PsycArticles(EBSCO) 

海外の心理学データベース 
 

※利用可能なタイトルは、実際にアクセスして確認してください。 
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１．MyOPAC 
白百合女子大学図書館で契約しているデータベースを学外から使用したい場合は、

「MyOPAC」へのログインが必要となります。 

 

1.1. MyOPAC へのログイン方法 
「MyOPAC」へログインするには、図書館ホームページから「MyOPAC」をクリックす

るか、または「蔵書検索 OPAC」をクリックしてください。 

 

図書館ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「My OPAC」をクリックすると 
直接ログイン画面となります。 

または 
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MyOPAC ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵書検索 OPAC をクリックすると、OPAC 画面となります。 

右上の「MyOPAC ログ
イン」をクリックすると
ログイン画面となりま
す。 
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・ログイン画面から ID とパスワードを入力し、ログインします。(下図) 

学生や教職員の方は、Gmail にログインするための「ユーザー名」と「パスワード」と同

じものを入力してください。Gmail や CampusSquare と連動しています。 

※ユーザー名やパスワードが盗まれないよう注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

・ログインすると以下の画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー名を入力 
パスワードを入力 

ログインをクリック 

 

ここには「よう
こそ●●さん」
と名前が表示さ
れます。 
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・ログイン状態は、セキュリティのため何も操作がないと 10 分程度で自動的にログアウ

トします。 

・ログアウトしてしまったら、あらためてログイン操作を行ってたください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで準備できました。 

 

 

 

 

 

 

「MyOPAC」の画

面は、一画面で表

示 し き れ な い の

で、画面を下にス

クロールしてくだ

さい。 

 「サブジェクト

ゲートウェイ」と

いう項目が表示さ

れています。 
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1.2. データベースを使う‐サブジェクトゲートウェイ 
 

・「MyOPAC」にログイン後、画面を下にスクロールすると「サブジェクトゲートウェ

イ」という項目があります。 

・ここからデータベースにアクセスします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブで切り替えができます。それ

ぞれ機能がありますので、使いや

すいものを使用してください。 

 
複数にまたがっているものもあり

ます。 

 
よく使用するデータベースを登録

できます。7 ページ参照。 
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・たとえば「目的別」のタブから「国内の論文記事を探す」をクリックしてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下の画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 
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・ここで「magazineplus」を取り上げてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データベースを「お気に入り」(5 頁下)に登録したい場合 

 

  右上の「★」をクリックすると「★」となります。クリックするたびに「★」「★」と 

  交互に変わります。「★」で「お気に入り」に登録されます。「★」は解除です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルをクリックすると 

データベースにつながります。 

同時アクセス数です。未記入の場合には

制限はありません。   
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2.  日本文学 Web 図書館について  
 

・「日本文学 Web 図書館」は 2018 年度から個別 ID の発行を停止します。 

・自宅などから使用する場合は、下記の方法でお願いいたします。 

・自宅アクセス用の「認証コード」を取得します。 

・自宅用にダウンロードしたアプリケーションを起動し、使用したいサービスをクリック

し、 初に「認証コード」を入力すれば、使用できます。 

・「認証コード」の取得は 2 通りあります。学内で古典ライブラリーにアクセスして認証

コードを取得するか、自宅で「MyOPAC」にログインして「サブジェクトゲートウェ

イ」のところから取得する 2 通りあります。 

・「認証コード」は、一度取得すれば使用できますが、有効期限があります。年２回、9 月

末と３月末で一旦期限が切れます。期限が切れましたら、１０月か４月に改めて取得し

てください。 

 

 

★学内での「認証コード」取得方法 

 ・学内の端末から下記にアクセスしてください。 

  「http://www.kotenlibrary.com/download/toshokan/」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「日本文学 web 図書館」は Winndows のみのサービスです。 

ボタンが(図書館用)となって

いるのを確認し、下の「学外

認証コードの取得はこちらか

ら」をクリック。 
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・下の画面となります。 

・使用可能なサービスの「認証コード」が表示されます。これを控えてください。 

 「認証コード」は、どのサービスも同じコードです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自宅からの「認証コード」取得方法 

・「MyOPAC」にログインして、「サブジェクトゲートウェイ」から下記の画面を呼び出し

て、タイトルの「日本文学 Web 図書館(認証コード取得用)」をクリックしてください。 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックすると、下の画

面が表示されます。使用

可能なサービスの認証コ

ードが表示されるので、

コードを控えてくださ

い。 

どのサービスも同じコー

ドです。 

※認証コードが他人に盗まれな

いよう注意してください。 

※認証コードが他人に盗まれな

いよう注意してください。 
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・認証コードを取得したら、下記にアクセスしてアプリケーションをダウンロードするか

起動してください。この時「MyOPAC」にログインしておく必要はありません。 

「http://www.kotenlibrary.com/download/toshokan/」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下図のようにアプリケーションが起動します。 

・利用したいサービスのタイトルをクリックすると、認証コードの入力を求められるの

で、取得したコードを入力しご利用ください。 

・学外からの使用でも、利用可能なサービスは学内と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このホームページは、無料の

ページです。 

(図書館用)となっているのを

確認し、クリックしてダウン

ロードするかアプリケーショ

ンを起動させてください。 
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